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地
球
温
暖
化
と
い
う
グ
ロ
ー
バ

ル
問
題
を
前
に
、
世
界
各
国

で
、
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な

い
原
子
力
発
電
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

　原子力

高レベル放射性廃棄物、
地層処分への課題
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て
い
る
が
、
原
子
力
発
電
に
は
安
全

性
・
信
頼
性
の
確
保
、
核
不
拡
散
な

ど
数
々
の
課
題
も
あ
る
。
な
か
で
も

重
要
課
題
で
あ
り
な
が
ら
解
決
へ
の

道
が
遠
い
の
が
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
」
の
処
分
問
題
だ
。

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
は
、

原
子
力
発
電
所
で
使
い
終
わ
っ
た
燃

料
（
使
用
済
燃
料
）
か
ら
、
再
利
用

で
き
る
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

取
り
出
し
た
（
再
処
理
）
後
に
残
る

物
質
の
こ
と
。
そ
の
名
の
と
お
り
放

射
能
レ
ベ
ル
が
高
い
た
め
、
ガ
ラ
ス

と
溶
か
し
合
わ
せ
て
、
ス
テ
ン
レ
ス

容
器
内
で
冷
や
し
固
め
る
。
こ
れ
を

「
ガ
ラ
ス
固
化
体
」
と
い
い
、
日
本

で
は
こ
れ
ま
で
千
六
百
六
十
四
本
の

ガ
ラ
ス
固
化
体
が
発
生
（
二
〇
〇
九

年
末
現
在
）。
そ
の
大
半
が
青
森
県

六
ヶ
所
村
の
貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
に

置
か
れ
、
三
十
〜
五
十
年
の
間
、
専

用
施
設
で
冷
却
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

問
題
は
そ
の
後
だ
。
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
方
法
と
し

て
は
、
地
層
処
分
の
ほ
か
海
洋
投
棄
、

宇
宙
空
間
へ
の
投
棄
な
ど
が
国
内
外

で
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
安
全
性
等

に
よ
り
現
在
で
は
地
層
処
分
│
│
地

下
深
部
の
安
定
し
た
地
層
に
埋
設
し
、

地
下
3
0
0
m
以
深
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長期間にわたって何重ものバリアで覆うことにより安全に処分
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家
庭
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
が
増

え
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
以

降
、
産
業
部
門
か
ら
の
排
出
が
減
少

傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
家
庭
部
門
は

約
三
五
％
も
増
加
。
低
炭
素
社
会
実

現
に
向
け
、
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
近
年
の
住
宅
ト
レ
ン
ド
は
、

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

住
宅
。
家
庭
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
約
六
〇
％
が
空
調

（
暖
冷
房
）と
給
湯
で
あ
り
、ま
ず「
熱
」

を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。

　

新
築
住
宅
の
場
合
、
九
九
年
に

「
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
」
が
定
め
ら

れ
、
そ
れ
に
合
致
す
る
よ
う
屋
根
や

壁
、
窓
な
ど
の
断
熱
性
を
高
め
て
い

け
ば
、
か
な
り
省
エ
ネ
性
が
高
く
な

る
。
多
少
建
築
コ
ス
ト
が
嵩
ん
で
も
、

光
熱
費
が
安
く
な
り
快
適
さ
が
増
す

点
が
魅
力
、
と
い
う
も
の
だ
。
小
規

模
住
宅
の
場
合
は
あ
く
ま
で
も
努
力

義
務
と
い
う
位
置
づ
け
だ
が
、
適
合

す
れ
ば
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
（
後
述
）

の
対
象
に
も
な
る
の
で
取
り
組
み
が

増
え
て
い
る
。

　

加
え
て
二
〇
〇
九
年
四
月
に
は
、

こ
う
し
た
躯
体
の
断
熱
性
だ
け
で
な

　住宅

低炭素社会の
住まいのあり方
坂本雄三 東京大学大学院工学系研究科教授

　

た
だ
、「
安
定
し
た
地
層
」
と
言
っ

て
も
、
条
件
は
千
差
万
別
。
建
設
地

が
決
ま
ら
な
い
限
り
、
開
発
中
の
技

術
に
つ
い
て
細
部
の
ツ
メ
は
行
え
な

い
。
も
ち
ろ
ん
海
外
の
動
き
も
あ
る

程
度
は
参
考
に
な
る
が
、
廃
棄
物
の

量
や
国
土
の
広
さ
、
地
質
等
々
、
諸

条
件
が
違
う
か
ら
そ
の
ま
ま
導
入
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

日
本
は
狭
い
国
土
に
五
十
四
基
の

原
子
力
発
電
所
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け

原
子
力
に
依
存
し
な
が
ら
廃
棄
物
を

ど
う
す
る
か
の
議
論
が
出
て
こ
な
い

こ
と
は
問
題
だ
。
原
子
力
に
限
ら
ず

廃
棄
物
の
話
は
あ
ま
り
表
に
出
な
い

も
の
だ
が
、
敢
え
て
言
っ
て
い
か
な

い
と
、
人
々
は
安
い
電
気
を
使
え
る

だ
け
使
っ
て
、
廃
棄
物
が
出
て
い
る

こ
と
す
ら
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
で
は
二
〇
三
〇
年
頃
の

建
設
地
選
定
を
め
ざ
し
、
設
置
可
能

さ
か
い　

え
つ
お
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修
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企
業
の
研

究
所
研
究
員
、
技
術
課
長
を
経
て
、
九
四
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東
京
工
業
大
学
助
教
授
、
の
ち
現
職
。「
放

射
性
廃
棄
物
施
設
人
工
バ
リ
ア
材
料
」
な
ど

研
究
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員

会
委
員
。

h
ttp

://w
w

w
.m

sl.titech
.ac.jp

/
m

em
ber/profile/coope_sakai.htm

l

人
間
の
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
長
期
に
わ
た
り
安
全
・
確

実
に
隔
離
す
る
方
法
│
│
が
各
国
共

通
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
、
既

に
処
分
場
の
建
設
に
向
け
動
き
出
し

て
い
る
国
も
あ
る
。

　

日
本
で
も
二
〇
〇
〇
年
五
月
、
地

層
処
分
を
前
提
と
し
た
「
特
定
放
射

性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法

律
」
が
成
立
し
、
同
年
十
月
に
は
原

子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
）
が
発
足
。
建
設
地
の
調
査
・
選

定
か
ら
建
設
、
操
業
、
閉
鎖
ま
で
百

年
以
上
に
わ
た
る
一
連
の
処
分
事
業

の
実
施
主
体
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。

　

同
時
に
、
材
料
、
掘
削
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
等
々
、
地
層
処
分
に
必
要
と

さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
開
発
も

進
ん
で
い
る
。
私
自
身
、
材
料
工
学

の
専
門
家
と
し
て
、
放
射
性
物
質
を

封
じ
込
め
る
「
バ
リ
ア
材
料
」
の
研

究
に
微
力
を
尽
く
し
て
お
り
、
長
期

耐
久
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
古
代

ロ
ー
マ
時
代
の
セ
メ
ン
ト
解
析
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
他
の
分

野
で
も
同
様
の
努
力
が
払
わ
れ
て
お

り
、
地
層
処
分
に
必
要
な
技
術
・
シ

ス
テ
ム
は
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
る
と

言
っ
て
い
い
。

性
を
調
査
す
る
区
域
を
全
国
の
市
町

村
か
ら
公
募
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ

具
体
的
な
動
き
は
出
て
い
な
い
。
そ

の
根
底
に
は
、
大
多
数
の
人
の
「
自

分
に
は
関
係
な
い
」「
ま
だ
ま
だ
先

の
話
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
解
決
へ
の
道

は
拓
か
な
い
。
や
は
り
国
が
先
頭
に

立
っ
て
問
題
解
決
に
動
く
以
外
に
な

い
だ
ろ
う
。

　

六
ヶ
所
村
で
の
一
次
貯
蔵
は
既
に

一
九
九
五
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

今
後
も
ガ
ラ
ス
固
化
体
は
年
間
千
三

百
〜
千
六
百
本
の
ペ
ー
ス
で
発
生
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

最
終
処
分
地
を
ど
こ
に
す
る
か
│

│
こ
れ
は
か
な
り
政
治
的
決
断
が
必

要
な
問
題
だ
と
思
う
が
、
日
々
原
子

力
の
電
気
を
使
っ
て
い
る
日
本
人
に

と
っ
て
先
送
り
は
で
き
な
い
問
題
だ
。

国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
か
ら
出

る
生
活
ご
み
や
火
力
発
電
所
か
ら
出

る
石
炭
灰
と
同
様
、
放
射
性
廃
棄
物

も「
私
た
ち
自
身
が
排
出
し
た
も
の
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
処
分

問
題
と
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

く
、
空
調
・
給
湯
・
照
明
な
ど
住
宅

内
部
の
設
備
を
含
む
ト
ー
タ
ル
な
省

エ
ネ
性
を
評
価
す
る
基
準
、
い
わ
ゆ

る
「
＊

設
備
込
基
準
」（
住
宅
事
業
建

築
主
の
判
断
の
基
準
）
が
導
入
さ
れ
た
。

　

住
宅
設
備
や
家
電
機
器
は
近
年
、

飛
躍
的
に
省
エ
ネ
性
を
向
上
さ
せ
て

お
り
、
な
か
で
も
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
機

器
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
い
。
そ
の
代

表
選
手
で
あ
る
給
湯
機
「
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
」
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
消
費
電
力
量
に

対
し
て
得
ら
れ
る
熱
量
の
割
合
）
が

住宅のエネルギー消費

高断熱とヒートポンプで40％の省エネが可能

処分事業のスケジュール

＊設備込基準：住宅事業建築主の判断の基準。年間
150戸以上の戸建て建売住宅を販売する事業者を対象
に、所定の省エネ基準を満たす住宅の建築販売を求める
もので、断熱性能に加え設備（空調・給湯・照明など）の効
率性を含めた1次エネルギー消費量に着目した基準を設
定。99年制定の次世代省エネ基準住宅の1次エネル
ギー消費量に比べ概ね10％の削減に相当する水準を求
めている。
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29％
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照明・
家電 他
36％

冷房2％

家庭用
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JCCCAのデータより作図
GJ（ギガジュール）：熱量の単位。1GJ=277.8kWh

1次エネルギー消費量の比率（％）

＊暖冷房と給湯の消費量比率が実態調査の平均値よりやや多めの想定になっている
＊＊Q値：熱損失係数。建物から逃げる熱を延べ床面積で割った値。
 数値が小さいほど断熱性能が高い。単位はW／平方メートルK（ケルビン）。

現状（築10～20年）
（70～100GJ/年世帯）

節湯

100％＊

78％

60％➡40％の省エネ率

高断熱・遮熱・通風・熱回収 実施
（Ｑ≒1.5Ｗ/㎡Ｋ）＊＊

高効率エコキュート
（COP≒4.9）

高効率エアコン 採用
（COP≒6.5）

熱負荷の削減

高効率
ヒートポンプの採用
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坂本雄三氏の資料をもとに作成

＊地域の意向を十分に尊重しつ
つ、国が市町村に対し、文献調査
実施の申し入れを行う場合もある

公募

応募＊

文献等による調査
（概ね2年）

ボーリング等に
よる調査
（概ね4年）

地下施設に
よる調査

（概ね15年）

第
１
段
階

第
２
段
階

第
３
段
階

平
成
40
年
代
後
半
目
途

概要調査
地区選定

処分施設
建設地選定

建設
（概ね10年）

操業開始

操業
（概ね50年）

閉鎖・
閉鎖後管理

精密調査
地区選定
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意
味
合
い
も
あ
る
。
工
法
や
コ
ス
ト

上
の
制
約
で
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
の

断
熱
性
能
を
達
成
で
き
な
く
て
も
、

「
代
わ
り
に
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
を
採
用
し

よ
う
」
と
か
「
照
明
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し

よ
う
」
と
か
、
設
備
で
工
夫
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

政
府
は
今
後
も
対
策
を
進
め
、
近

い
将
来
、
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
の
義

務
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。
義
務
化
と

は
す
な
わ
ち
「
省
エ
ネ
基
準
を
満
た

さ
な
い
住
宅
は
建
て
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
ハ
ー
ド
ル
が
高

ま
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、「
設
備

込
」
と
い
う
選
択
肢
を
設
け
た
こ
と

で
、
多
少
な
り
と
も
ハ
ー
ド
ル
の
越

え
方
に
選
択
肢
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。

　

但
し
、
た
と
え
省
エ
ネ
基
準
が
義

務
化
さ
れ
て
も
、
こ
れ
が
適
用
さ
れ

る
の
は
新
築
住
宅
の
み
。
新
築
着
工

は
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

年
間
八
十
万
戸
程
度
に
ま
で
減
っ
て

い
る
か
ら
、
住
宅
の
省
エ
ネ
・
省
Ｃ

Ｏ
２

化
を
新
築
だ
け
に
は
頼
れ
な
い
。

　

既
築
住
宅
は
全
国
に
四
千
七
百
万

戸
も
あ
り
、
う
ち
七
割
以
上
が
九
二

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
つ
ま

題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

本誌は大豆油インクを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 地域共生・広報室　
発行人／八嶋康博　編集人／槇山実果
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

編
集
後
記

　

猛
暑
、
酷
暑
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
今
年
の
夏
。
だ
か
ら

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
号
の
テ
ー
マ
は
「
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
」。
い
え
、
涼
し
い
で
は
な
く
、「
か
っ
こ
い
い
！
」
︱
︱
マ
ン
ガ

や
ア
ニ
メ
、
音
楽
な
ど
諸
外
国
か
ら
称
賛
さ
れ
て
い
る
「
日
本
の
文
化

力
」
を
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

残
暑
厳
し
い
土
曜
の
昼
下
が
り
、
日
本
文
化
発
祥
の
地
と
も
言
え
る

京
都
に
、
奥
野
卓
司
さ
ん
、
秋
元
康
さ
ん
、
手
塚
眞
さ
ん
に
お
集
ま
り

い
た
だ
い
た
「
鼎
談
」
で
は
、
江
戸
時
代
の
状
況
や
昨
今
の
諸
外
国
の

動
き
を
踏
ま
え
て
日
本
の
文
化
力
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
針

路
に
つ
い
て
興
味
深
い
話
を
展
開
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

話
の
終
盤
、
東
京
か
ら
参
加
の
お
二
人
に
「
マ
イ
ペ
ー
ス
」「
エ
ク

ス
ト
リ
ー
ム
（
過
激
）」
と
評
さ
れ
た
関
西
。「
ル
ポ
」
で
は
雅
楽
や
京

懐
石
、
信
楽
焼
、
タ
カ
ラ
ヅ
カ
と
、
独
自
性
で
世
界
を
魅
了
す
る
関
西

文
化
の
底
力
を
探
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
エ
コ
ル
ー
ツ
紀
行
」
で
は
、
猛
暑
の
大
阪
を
離
れ
、
そ
れ
こ

そ
「
ク
ー
ル
」
な
北
海
道
・
釧
路
へ
。
柴
崎
友
香
さ
ん
と
、
日
本
最
後

の
坑
内
掘
り
炭
鉱
と
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
日
本
最
大
の
湿
原
を

訪
ね
、
四
五
〇
〇
万
年
の
時
を
経
て
生
み
出
さ
れ
た
資
源
・
植
物
起
源

の
石
炭
と
そ
れ
を
育
ん
だ
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

空
気
が
澄
み
空
が
高
く
な
る
季
節
、
い
つ
ま
で
も
四
季
を
愛
で
ら
れ

る
日
本
で
あ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、『
躍
』
秋
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

さ
か
も
と　

ゆ
う
ぞ
う

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

建
築
学
専
攻
教
授

一
九
四
八
年
札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学

理
学
部
地
球
物
理
学
科
卒
、
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
建

設
省
（
現
・
国
土
交
通
省
）
建
築
研
究
所

研
究
員
、名
古
屋
大
学
助
教
授
な
ど
を
経
て
、

九
七
年
よ
り
現
職
。
建
築
環
境
工
学
を
専
門

と
し
、
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
策
定
な
ど
に

参
画
。

http://w
w

w
.env.arch.t.u-tokyo.ac.jp/

sakam
oto/

り
、
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
ど
こ
ろ
か
、

そ
の
前
の
九
二
年
制
定
の
基
準
さ
え

満
た
し
て
い
な
い
住
宅
が
三
千
万
戸

以
上
も
あ
る
。
住
宅
の
寿
命
と
し
て

は
ま
だ
二
十
年
、
三
十
年
も
あ
る
わ

け
で
、
今
後
も
こ
の
ま
ま
断
熱
性
が

低
く
暖
冷
房
の
効
き
も
悪
い
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
浪
費
型
」
住
宅
に
住
み
続
け

る
の
か
︱
︱
住
宅
分
野
の
省
エ
ネ
・

省
Ｃ
Ｏ
２

化
の
実
現
に
は
、
既
築
住
宅

の
省
エ
ネ
改
修
は
避
け
て
通
れ
な
い

重
要
課
題
だ
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
を
後
押
し
す
る
も
の
と
し
て

期
待
で
き
る
の
が
、
新
築
だ
け
で
な

く
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
も
対
象
と
な
っ

て
い
る
「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

だ
。
今
ま
で
も
同
種
の
補
助
や
助
成

が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

既
築
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
に
対
し
、

国
が
こ
れ
ほ
ど
大
々
的
か
つ
積
極
的

に
予
算
を
組
ん
だ
の
は
初
め
て
で
は

な
い
か
。
比
較
的
着
手
し
や
す
い
窓

の
断
熱
改
修
を
提
言
し
続
け
て
き
た

私
と
し
て
は
、
よ
う
や
く
成
果
が
見

え
て
き
た
感
が
あ
る
。
こ
の
制
度
は

も
う
一
つ
、
省
エ
ネ
化
が
後
れ
て
い
た

賃
貸
ア
パ
ー
ト
に
も
省
エ
ネ
推
進
へ

の
道
を
拓
き
つ
つ
あ
る
。

一
年
間
の
平
均
で
も
「
３
」
と
い
う

高
さ
が
評
価
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と

な
っ
て
い
る
し
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア

コ
ン
に
至
っ
て
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
「
６
」
以
上

と
い
う
高
効
率
機
器
も
登
場
。
こ
れ

ら
「
高
効
率
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
機
器
」

と
「
高
断
熱
仕
様
の
躯
体
」
を
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
最
大
約

四
〇
％
の
省
エ
ネ
が
可
能
な
ほ
ど
だ
。

　

こ
の
設
備
込
基
準
に
は
「
省
エ
ネ

手
法
の
選
択
肢
を
増
や
す
」
と
い
う

次世代基準で建てた住宅の仕様例

　

さ
ら
に
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、

省
エ
ネ
住
宅
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

太
陽
の
光
と
熱
を
使
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
て
き
た
。
今
後
の
技
術
革
新
は

不
可
欠
と
し
て
も
、
制
度
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
徐
々
に
普
及
が

進
む
だ
ろ
う
。

　

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
を
中
心
に
し
た

オ
ー
ル
電
化
に
加
え
、
省
エ
ネ
家
電

や
ソ
ー
ラ
ー
機
器
を
装
備
し
た
、
高

断
熱
の
躯
体
の
家
︱
︱
低
炭
素
社
会

へ
、
人
に
快
適
で
地
球
に
優
し
い
住

ま
い
方
を
実
践
す
る
と
き
に
来
て
い

る
。

床断熱100ｍｍ

天井断熱180ｍｍ

連続する
防湿気密層

窓は複層ガラス
（可能なら断熱サッシ）

東西窓の日除け

南窓の軒ひさし

常時換気システム

暖冷房はエアコン

外壁断熱100ｍｍ

坂本雄三氏の資料をもとに作成


